
人数 （％） 人数 （％） 人数 （％） 人数 （％） 人数 （％） 人数 （％） 人数 （％） 人数 （％） 人数 （％） 人数 （％）

58 35.6% 105 64.4% 32 58.2% 23 41.8% 9 56.3% 7 43.8% 4 25.0% 12 75.0% 103 41.2% 147 58.8% 250

（467） （44.7%） （578） （55.3%） （560） （56.9%） （424） （43.1%） （706） （67.1%） （346） （32.9%） （-） （-） （1733） （56.2%） （1348） （43.8%） （3081）

45 34.6% 85 65.4% 46 54.8% 38 45.2% 11 64.7% 6 35.3% 9 56.3% 7 43.8% 111 44.9% 136 55.1% 247

（416） （43.5%） （541） （56.5%） （566） （55.5%） （454） （44.5%） （679） （65.2%） （363） （34.8%） （-） （-） （1661） （55.0%） （1358） （45.0%） （3019）

39 32.5% 81 67.5% 34 41.5% 48 58.5% 7 63.6% 4 36.4% 5 41.7% 7 58.3% 85 37.8% 140 62.2% 225

（398） （39.5%） （609） （60.5%） （566） （51.5%） （533） （48.5%） （653） （62.8%） （386） （37.2%） （-） （-） （1617） （51.4%） （1528） （48.6%） （3145）

48 30.8% 108 69.2% 38 56.7% 29 43.3% 8 53.3% 7 46.7% 3 37.5% 5 62.5% 97 39.4% 149 60.6% 246

（467） （41.9%） （648） （58.1%） （582） （51.3%） （552） （48.7%） （725） （62.1%） （442） （37.9%） （-） （-） （1774） （51.9%） （1642） （48.1%） （3416）

32 28.3% 81 71.7% 33 47.1% 37 52.9% 4 36.4% 7 63.6% 3 42.9% 4 57.1% 72 35.8% 129 64.2% 201

（472） （42.8%） （632） （57.2%） （567） （49.5%） （578） （50.5%） （717） （60.7%） （465） （39.3%） （-） （-） （1756） （51.2%） （1675） （48.8%） （3431）

※　（　）は受験者数

新規採用者（教諭）の男女比

H２９

H２８

H２７

計
女男 女 男 女

全　　体小学校 中学校

男 女区分

H２６

H２５

高等学校

男 女

特別支援学校

男
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平成29年度　各校種別年齢構成（全教職員）（年齢はH30.3.31現在）
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スタンプ



 

 

 

 

広島市配偶者暴力相談支援センター相談件（人）数について 

 

 

 

 ２６年度 ２７年度 ２８年度 

面接相談 

 ２５８ 件  ２５０ 件   ２３８ 件 

１７４ 人 １９２ 人 １８８ 人 

うち夫等の暴力    

１５５ 人 

うち夫等の暴力    

１５４ 人 

うち夫等の暴力    

１４６ 人 

電話相談 

  ９１５ 件   ７１６ 件   ７０２ 件 

うち夫等の暴力 

６４１ 件 

うち夫等の暴力 

４５３ 件 

うち夫等の暴力 

４５９ 件 

計 １，１７３ 件 ９６６ 件 ９４０ 件 

 

一時保護実施     １１件 ２３人        ４件 ８人       ３件 ５人 
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平成28年度 

 

育児休業復帰後講座 実施要領 
広島市研修センター 

 

 

１ 目 的   

出産、育児休業を終え職場復帰した職員には、仕事と家庭の両立を図るうえで、新たに子育てという役

割が加わる。こうした状況を踏まえ、これからの自己の役割や、ワーク・ライフ・バランスを見つめ直す

キャリア形成の支援を図る。 

 

 

２ 対象者・人数   

平成28年1月1日～平成28年12月31日の間に育児休業等から復帰した女性職員 31名 

（事務職・技術職等の常勤職員） 

 

 

３ 日 時  

  平成29年2月27日（月）午後1時30分～4時30分 

  

 

４ 会 場  

市役所本庁舎2階講堂 

 

 

５ 内 容  

（１）キャリアとは 

（２）社会にとっての女性の役割を考える 

（３）自己を理解する 

ア 自分の今までの仕事を考える 

イ  自分のキャリアを評価する 

ウ  出産・育児を経験して得たものを考える 

エ  出産・育児を経験して得たものを職場で活かす 

オ ワーク・ライフ・バランスの実現 

 

 

   

 

 

※受講者は、各局等に照会し受講希望があった者。 
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